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一巻頭言一

大阪口腔インプラント研究会

会長佐藤文夫

平素は，大阪口腔インプラント研究会へご指導ご鞭撞を賜り厚く

感謝申し上げます.

大阪口腔インプラント研究会では，年1回研究会誌を発行し既に22

号まで発行済みでございます.また先年，本研究会創設20周年時に

は記念誌を作製致しました.記念誌には，紙面の都合上20年間の研

究活動のタイトルのみを，まとめ掲載致しました.

最近，主に大学図書室よりバックナンバーのご要望が少なからず

ございます.古くよりの会員にしても創刊号を初め比較的初期の本

研究会誌を保存している方は少ないものと考えます.そこで，この

度集積集を作製することと致しました.

この20数年間は，まさしく日本における口腔インプラントの成長

期・変革期でありました.パックナンバーの初期の多くのものは，

今では幼稚な内容であると感じられるかもしれません.しかし，こ

れらもその当時としては真剣に議論したものばかりであり，それ相

当に価値あるものであったはずです.今では懐かしいものでありま

す.

このような古い資料は時間と共に散逸し，後になって検索するこ

とは大変な作業・苦労を常と致すものでございます.幸い資料が残

存しているこの時期に集積作業を行うことは，後々のため大切なこ

とと考えます.

これに関し通常会誌のように会の全員に配布するのではなく，部

数を限り希望者に有料で配布することに致しました.古い先生方に

はご自身の過去を振り返ることに，若い先生方には消え去りつつあ

る先輩の苦労を知っておくことも意味あることと考ます.先生方の

座右に記念として置かれることをお薦め致します.



大阪口腔インプラント研究会の発足から23年を振り返って

大阪口腔インプラント研究会・名誉会長阪 本 義 樹

臨床医によって開発され， 日本に導入されたプレードインプラントは， 骨に支持を

求めた画期的な補綴方法であったが， 当初不確実な臨床データーに大学の賛同が得ら

れないまま， 患者の必然的な要望と相倹って， 臨床先行という形で発展してきました.

しかし大学の外来に来院した不良経過などから， 時期尚早と表明され， これが普及へ

努力を傾注していた先駆者の障壁となり， 商業主義の先兵としか認めてもらえない苦

難の道が続きました. そのためには先ず成功症例の蓄積が大きな課題であったため，

1970年代， 導入当初のしばらくは， 成功に対して安易な評価を下す甘い傾向もありました.

そこで自己に厳しく， 衣を着せず， 本音で話し合える場を持ちたいという有志が相

集い， 発足したのがこの研究会であります.

会としての研究テーマは「成功失敗の統一見解の策定」であり， ガイドラインを設

定し， インプラントの植立状態， 埋入年数のみならず， 周囲組織への影響まで追及す

る厳しいものでした. 入会に際しては持参した症例の検討から始まります. 年4回開

催される例会では活発な質疑が飛び交い， 本音を披漉して時間を忘れた討論は， 会場

の熱気と共に参会者に強い印象を与えてきました.

会が誇るもう一つの特徴は研究会誌の発行であります. 学術講演や例会の記録， 会

の動向などを全会員伝えると共に， 外部の関連団体にも活動の実態を理解してもらう

格好の手段でありました 研究会暦年の事業の詳細を残すということは， 記録の保存

という単純なものでなく， 会運営の美意識を飾る顔でもありました. 今日までの23年

間， 会誌は一度の欠号もなく今日に到っていることは， 会の存在感・価値感を伝える

上においてまことに喜ばしいといわねばなりません.

この23年間を展望しても， 材料の改良， 器具の規格化， 手技のシステム化， 周辺組

織の改善などインプラントの変革は著しく， これらの流れに取り残されないよう， むし

ろ積極的に対処して， ここまでこれたのも， 会員各位の努力の賜物と感謝しております.

今後， インプラントへの要望は， 高齢化， Q.O.L.の高まりと共に， さらに伸びていく

と思われますが， ただ単に， 歯科領域のみならず， 外科， 整形の分野での応用も視野

に入れて， 幅広く考えて行く時代が出来ているように思います. 臓器再生の大きな範

鴎の中で， 英知を結集した会員逮が， 激論を交わしている例会風景が眼に浮かびます.

今後益々の飛躍に大きな期待を寄せて， 稿を閉じます.
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